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巻頭言 
自分の明日は自分で拓け 

－新しい酒は新しい革袋に－ 
株式会社ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ＆ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

代表取締役 菊地 史郎 

 

はじめに 

 新年明けましておめでとうございます。

明るく目の覚めるような輝いた新年はなか

なかやってきません。依然として不透明の

ままの経済状態が続いております。政治家

や官僚腐敗による不信は昨年度の衆議院選

挙に大きく表れたわけですが、どうやら今

年も消費税 5%の影響で伸び悩みそうです。 

 さて SPEC は G1-PLAN,QRE21-PLAN に引き

続き新しい 3 ｹ年事業目標をスタートさせ

ます。全社目標ではそれに沿って昨年の“変

えろ変えろ自分を変えろ”を受けて“自分

の明日は自分で拓け”を掲げます。SPEC の

CAREER-PATH-PLANNING を実践するために自

己目標の徹底管理に務めなければなりませ

ん。 

 我々の周りで起きている事柄で、反面教

師と思われる事実を取り上げ、自分の明日

を自分で切り拓くための一助にできれば幸

いです。お上の考えることは、どうも理念

から脱却出来ないことが多いようです。尊

敬する元特捜検事の堀田力さん（法務省官

房長で退官）が一昨年４月（財）さわやか

福祉財団を創設しました。設立主旨は超高

齢化社会を目前にし、行政、企業、団体、

個人がそれぞれの特性を生かし責任分担す

る事で対処しようとするものです。そのた

めにも、１０年間かけて、日本全国に 5000

のボランティア団体を立ち上げ、勤労層

1000 万人と学生層 200 万人の合計 1200 万

人のボランティア人口を確保することから

始めました。インフレ下でもデフレ下でも

現在の１時間と 10 年先の１時間との間に

も価値は変わらないはず。この前提で１時

間１点としてボランティア活動時間を点数

で貯蓄し、３親等の範囲内で点数の授受可

能にしよう。という見事な構想でしたが、

構想の割には財団設立後も、財団運営のた

め資金集めに汲々としています。このよう

になっているのも理念だけ先行し具体策に

乏しいからに他なりません。 

 

陥りやすい自己満足 

 堀田さんとの出会いは今から５年前の６

月の“さわやか福祉推進センター構想”の

集まりからになります。その直前に情報機

関誌「さわやかな高齢社会に向けてさあ、

言おう」の発行計画が練り上げられまし

た。この機関誌は A5 判 40-52 頁で、毎月発

行され目下通巻 43 号にまでなりました。高

齢化社会に向けての欲しい制度、施設、体

験記等など盛り沢山の具体的な記事を掲載

しています。発行担当者はそれこそ機関誌

継続のためには、財団に泊まり込んで対処

する有り様となっています。さわやか財団
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の設立主旨は日本中を唸らせるほど素晴ら

しいものであり、財団が自転車操業とは言

え着実に設立指導を積み重ねボランティア

団体を増やしているのは誠に喜ばしいこと

です。しかし中枢神経の財団事務局レベル

では従来の参加者（社会福祉協議会など二

十年近く実践してきた人達：戦術派）と新

規参加者（官僚はじめ堀田さんを取りまく

企業からの出向者や理念崇拝者：戦略派）

との混成部隊の格差が大きく、いまだにベ

クトルが合っていないように見えます。戦

略（簡単にするため理念としましょう）は

明確でも戦術（同じように具体策としまし

ょう）となるとなかなか見えてきません。

特に戦略では高齢者の受け皿となるボラン

ティア団体の創設に力点が置かれています。

各地にボランティア団体を作るためのリー

ダー教育や、さやか財団とのネットワーク

形成を主たる業務としています。ところが

これまで正面から取り組んで来たボランテ

ィアのメンバーや受益者の高齢者から見れ

ば、まさに良いとこ取りの極めて空疎な存

在に成っているわけです。実際は普及活動

など組織拡大や維持のための研究会、勉強

会以上に理念を押し進める機関誌の発行が

財団や会の最大の目標になってしまってい

ます。さわさりながら発刊継続するには

並々ならぬ努力を必要とし大いに敬服する

ものです。しかしそれが余りにも膨大な労

力を要するがゆえに本来の目的を失い自己

満足に陥入ってはなりません。 

 

活力は競争原理から 

 福祉先進国の米国ではすでにタイムダラ

ーとかレイバーストックなどの制度が社会

に深く根付いております。優秀な企業人は、

まずビジネスマンである前に社会福祉やボ

ランティア活動にも精力的であって当然と

受けとめられています。日本社会では残念

ながらとてもその域には達しておりません。

平成４年のさわやか福祉財団の準備段階で

はまだバブル崩壊の兆しが表れ出した頃で

したが、２００億円の基金を募りその金利

（１９９２年当時５％換算で１０億円の金

利収入）で運営しようとしました。１２０

０万人のメンバーのボランティア活動と受

益者（ボランティアを受けたい高齢者）と

をマッチングさせ、時間貯蓄の形で迅速か

つ正確にコンピューターで処理しょうとす

るものでした。手弁当で参加している者の

一人として、４年前堀田さんに幾つかの提

案を致しました。 

１）老人問題は終わりのない一大事業であ

り、産学官を巻き込んでの社会システムの

構築である。社会システムは利益追求型で

は困難である。より優秀なメンバーやスタ

ッフ等巻き込むためには、事業として永続

性を計り再生産のための原価程度を獲得出

来る経済活動が必須である。事業として無

から有を産み出せる経営感覚を備えた若く

精力的に活動出来るスッタフを事務局に加

えなけばならない。 

２）理念は綺麗事で終始する可能性がある。

晩節を枯らさないためにも泥水をすする気

持ちで毎日のルーティン作業に忙殺されこ

となく、事業化を狙える参謀となる事務局

作りやレベルアップが急務ではないのか。 
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３）出向者や、手弁当で参加している人は

各々の出身母体を背負って来ている。一過

性に終わらないためには、まず企業や参加

者が積極的に参加出来る経済インフラの整

備が必要となる。と言いながら経済のイン

フラ作りは極めて難しい。そのため参加者

の母体企業や取りまく関連企業・個人を含

めて第三セクター方式で企業の事業や資金

の一部を持ち込ませ参加者自ら需要創造が

不可欠となる。 

４）堀田さんは検事上がりのため清廉潔白

かもしれない。任意団体（財団が出来る前）

であっても、赤字ならばそれなりの収支報

告を明確にしなければならない。それを更

なる企業・個人参加に結びつけ（企業は企

業を、個人は個人を積極的に参加させる働

きかけを繰り返す）、次の寄付や出えんに

弾みをつけなければならない。 

等などの提案を申し上げ事務局でも検討し

ていただきました。堀田さんの財団が理論

どうりには進んでいないのは、理念から始

めたと言うばかりではなく提案にもあるよ

うに財団や任意団体であってもビジネス感

覚を持ち込んでいないためと言えます。人

間の善意や、国からの限られた資金だけで

は、それこそ解決出来ない沢山の問題を抱

えることになります。 

 

逃げ出せないチャレンジを 

 新しい２１世紀の新規事業として、環境、

教育、老人医療関連があげられます。また

リストラに明け暮れた企業内でも、中高年

対策や企業内ベンチャー支援の一環として

同じテーマが常に論議されています。私も

よたよたしながら、企業経営者としてなん

とか満１６年を終了しました。年齢も 50 歳

代になり老人医療問題は他人事ではなくな

りました。昨年より 55 歳を過ぎてからの自

分の新しい役割を見つけだす為の助走期間

に入りました。これからのステージ作りと

して、頭も体もシャープなうちに助走しょ

うとしております。私見ですが助走開始時

期は早ければ早いほど良く、出来ることな

らば 40 歳代が望ましいと考えております。

（SPEC では CAREER PATH PLANINNG で皆さ

んに極めて早い時期から積極的に社外での

ネットワークへの参加を求めているのも、

その現れです｡) 

 その一つとして地域医療と老人問題をテ

ーマとしたインフラ作りを模索しておりま

す。二十一世紀の新規事業と確信しながら

その道は極めて遠く、共に挑戦するコンソ

ーシアム、研究会を始めております。参加

者は病院の医者、事務長、薬剤部長、企画

部長、薬品卸問屋の経営者、情報システム

部長、さわやか財団の事務局長、調剤薬局

の経営者の方々です。成人病などの慢性疾

患の急増で治す事のできない白い巨塔の医

者は、プロとしての権威が地に落ちてしま

いました。大学病院でも本当に取り組まな

ければならない患者は全体の 30％であり、

残りは老人の溜まり場化したり地域医療で

済ませる事のできる患者と言われています。

まさに地域へ戻せる患者等の適性配分を含

め医療の世界でも事業経営のプロが強く求

められています。競争原理が働かないとこ
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ろは必ずや追い込まれていきます。 

27～28 兆円と特老医療費の膨大化で一頃謳

歌した病院経営が極めて厳しい状況に置か

れています。気休めのための山ほどの薬づ

けが横行し（老齢者が複数の病院から特老

医療費で必要以上の薬を受け取る）、この

ところ毎年毎年薬価下落が続いております。

高齢化社会を迎え社会問題である老人問題

や地域医療などは必要を強く求められてい

ます。しかしながら利益を上げ拡大再生産

を狙う企業にとってみれば、社会システム

のような枠組みに多くの資金が出しにくい

と言う現実があります。それこそ利益の期

待できない社会システムには企業も個人の

誰もが二の足を踏んでしまいがちです。 

 参加者全員で薬価はじめ必要経費等の圧

縮の中でどのような組み合わせが可能なの

か、それぞれマーケット、資金や頭脳等を

持ち寄り討議を重ねております。個別案件

ではなかなか採算が取れないケースや、自

分だけではなかなか将来に向かっての拡張

等できないことが多々あります。それに対

しコンソーシアムの参加者が自らのオウン

リスク（自己投資や先行投資：ここが最も

重要）でなおかつ当事者意識のもとでマー

ケット及び資金等の調達を実施するわけで

す。どちらかと言えば第三セクター方式に

近いやり方での需要創造型事業への取り組

みと言っても言い過ぎではありません。 

最終的には社会システムは公的資金も仰が

なければなりません。その前段に第三セク

ター方式での強い競争原理が働くならば、

結果として公的資金が入ってきても充分納

得の行く成果を導き出せます。55 歳からの

準備としてこのような勉強会や研究会を精

力的に幾つか主催したり参加して助走準備

に入っています。出来る限り自己投資を重

ね、自己満足に陥らないためにも常に活力

ある競争原理に立たされるようチャレンジ

を繰り返しております。 

 

終わりに 

 今年の SPEC の全社目標は、“自分の明日

は自分で拓け”です。どのような環境でも

依って立てる基盤を持つ人はいつでも輝い

ています。では何を持って自分の存在基盤

にするかとなると、それまでの人生の総合

力です。学生時代の友人始め、SPEC を取り

まく株主、顧客などの他に自分達が住んで

いる地域社会の企業外での人生のネットワ

ーク、自分の啓蒙のための勉強会でのネッ

トワークも強力な財産です。SPEC だけの限

られた社会に限定したり、本当の生きた社

会と接点を持たなければ、クローズされた

組織の自己満足の勉強会でしかありません。

おそらく競争原理の働かない部分が現れ、

会にとっても個人にとっても飽き足りない

はずです。啓蒙宣伝活動の一環として自ら

の存在を世に問い続けるのはどのような組

織でも不可欠です。しかしさわやか財団と

同様に機関誌の作成など事務局本来の事業

ではなく、社会との強い接点を通しての結

果の発表のための報告に切り替える時期と

しなければ成りません。これからの超高齢

化社会では老人自らが老人をサポートする

ことで、ぼけを未然に防ぎ明るく高齢化社

会にしなければなりません。情報通信を駆

使したり老人問題、環境問題や地域医療は

じめ活躍の場所は限りなくあります。しか

も自己投資したり、自分の組織を巻き込ん

だり逃げ出せない程自分を追い込むのも一

つの手段かもしれません。より具体的に本

格的に育てていくためにも準備を重ね、事

業の企画や資金を持ち込み不退転で進む必
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要がありそうです。
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新春提言 

技術者こそ営業マンたれ 

あさひ銀行鳥越支店 

支店長 須藤 茂 

 最近、私にとって憂鬱なことは昨年１

１月より電子メールが各営業店に導入さ

れ、支店長・副支店長の机上にパソコンが

‘デン’と置かれたことである。まだ機能

的にはそれほどでもないが今後順次範囲

を拡大し本部・営業店間の指示・報告等を

始めとして将来的には稟議申請決済まで

もと言うことである。こうなると毎日パソ

コンに追いかけられるようで、それでなく

ともアレルギー症（鼻炎）なのに新たに“パ

ソコンアレルギー”が加わりそうである。

これからはパソコンの時代だと言われて

数年前にデスクタイプを、さらに今年にな

ってラップトップを購入した。しかしと言

うか案の定と言うか主人が使わないその

２台のパソコンは今は二人の息子の机上

にある。それが電子メールだという、仕方

なく長男に馬鹿にされながら「ご教授」を

受けている（部下にはあまり弱みを見せな

いように）。そんな私にとって、神のよう

に思える SE 諸氏に対しこのような文章を

書くことは厚顔無恥そして非礼の謗りを

受けかねないであろうが、あえて素人の戯

言と思って読んでもらいたい。 

 最近、コンピューターソフトに関し不思

議に思っていることがある。それは、“西

暦 2000 年問題”である。現在稼働中のソ

フトウエアのかなりの部分が西暦 2000 年

になると正常に機能しなくなるため、早く

見つけだして修正または変更しなければ

企業が深刻な影響を受ける可能性がある

という。現実はそうかもしれないが素人の

私にしてみれば‘待てよ？’と考え込んで

しまう。ノストラダムスの大予言を信じて

西暦 1999 年でこの世が終わるとその設計

者は考えたのではないだろうが、先の事は

考えなかったのだろうか不思議である。そ

ういえば、『昭和』から『平成』に変わっ

た時ソフト業界は特需に沸いたそうであ

るが、これもどこか変だ。『元号』は当然

有限のはずが、無限であるかのごとき設計

となる。（……あくまで、素人の考えであ

る。） 

最近、ある雑誌で SE（含 PG）について面

白い記事（SE 諸氏は大変怒るかもしれな

いが）を読んだのでそれを若干抜書きして

みる。SE とか PG は、なぜか内向的性格で

無口な人がなる傾向が比較的強く、他人と

話すのは嫌でいわゆる営業を嫌悪する向

きがある。それはまだいいのだが、自分の

能力に過度のプライドを持つと問題とな

ってくる。（SE であっても、いわゆる一

般的な管理者としてのリーダーシップと

か関係者間のコミュニケーションを円滑

に進める資質・能力を求められているのだ

が……）このような SE にシステムの構築

を担当させると、コンピューターに関する

知識がいかに豊富であっても、またユーザ

ーの業務について相当の知識を有してい

ても、思わぬトラブルを引き起こす確立が

高くなる。何故か？それはこの傾向の SE

は自信があるだけに自分の殻に閉じこも

ってしまい全て独善的な考えを持ちやす

く、上司・同僚のアドバイスを無視するの

は勿論のこと、ときにはユーザーの要望で

さえ持論により押さえ込んでしまう事も
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あるし、世間の常識とかけ離れた行為を平

然として起こしかねないとしている。そし

て、例として４年毎の閏年を無視したり、

日曜日休日の企業の経理システムで月末

が日曜日になったときの月末処理の仕方

を変えることを忘れていた、と言った初歩

的なミスを犯し、ユーザーとのトラブルに

発展し修復のため結果的に赤字受注にな

ると指摘している。 

 ここに書かれていることを全て鵜呑み

にするわけではないが、なるほどと思わし

めるものがある。今“第二次ソフトブー

ム”と言われており、確かに各方面で調査

を行っても、システム化あるいは機能アッ

プの要望は根強い。さらに、インターネッ

ト・電子メール等を活用し業務の進め方を

変える方向にあり、ついには、金融界を激

震させている電子マネーと言った業務そ

のものを根本的に変革する新たな動きが

顕在化している。『情報化』は、いま中小

企業においても重要な経営課題となって

いる。ちなみに、今年３～４月にあさひ銀

総研が「中小企業における情報化への対応

の現実」に関するアンケート調査を実施し

た結果が発表されている。それによると、 

（１）情報化推進状況 

  ・導入状況 オフコン５割強 パソコ

ン７割 

  ・対象分野 財務会計・販売事務６割 

     個別顧客管理５割 

  社内ネットワーク２割 

（２）情報化推進効果に対する評価 

  ・おおむね期待通り２割弱 

  ・ある程度の効果は上がっている４割 

これを見て思うことは、効果に対する評価

が予想以上に低く若干欲求不満状況にあ

ることである。私が素人目で見ると、やは

りこの結果は《費用対効果》の捉え方の違

いであろう。ソフト業界の価格設定は SE

のコストを積算する労働価値価格である

が、ユーザーが求めているのは情報化を推

進したことによる効果の満足度を費用と

勘案評価した使用価値価格である。という

ことは５割近くのユーザーはシステム化

は高いと感じており、それだけシステム設

計者に不満を抱いていることである。数千

万～数億円かけてシステムを構築したが

一部しか活用していない企業があるのが

現実である。こうなると、普通トラブルに

もなるし、二度とそのソフト会社には発注

しないであろう。 

 何故こうなるのか？ 

（当然ユーザーサイドに問題が無いでは

ないがーシステム化の目的が不明確な場

合等） 

システム設計者は技術面にばかり目を向

けていないだろうか、ユーザーサイドの事

情をあまりにも無視していないだろうか。

ユーザーの意図は何処にあるのか、推進担

当者の知識・能力・意欲はどうか、導入は

段階的あるいは一気にするべき等充分な

状況把握そしてコミュニケシーョンを取

り、それから適切な提案・価格提示が必要

ではないか。従って、システム設計者は単

なる技術屋ではいけない、すなわち“営業

マン”にならなければならないと言うこと

である。 

 第二次ソフトブームの中で中堅中小ソ

フト業界はソフトの低価格化や大手企業

による寡占化の波が打ち寄せている。現に

最近パッケージソフトの開発・販売会社の

中堅ソフトウエアー企業が業務停止に追

い込まれている。 

 この様な環境においては、SE も営業意



 9

識を持たねばならないのは当然である。ビ

ル・ゲイツはこう言っている。「ソフトメ

ーカーは、顧客の声を常に製品に反映させ

なければならない。移り変わりの激しいこ

の業界では、顧客の反応を常に気にかけ、

経営感覚を磨くことが大切になる。顧客の

声に敏感になれ！」と。 

 では、ソフトウエアー企業で顧客に一番

近く生の声を聞けるのは誰か？それは、間

違いなく SE であろう。SE は単なる‘技術

屋’であってはいけない。システムに関す

る限り経営者（ユーザー）の意識を持たね

ばならない。このような意識を持って設計

を行えば、少なくともトラブルを起こし修

復のため採算割れというようなことは起

きないであろう、いや、むしろ顧客の満足

を得、信頼を得られるであろう。そして、

そこから新たな提案・新たなビジネスチャ

ンスが生まれてくる。SE が持つべきは、

自己満足ではなく『顧客満足』である。価

格＝顧客の満足は商売の原点である、とい

うことは SE も営業マンの強力な一員であ

ることは間違いない。もっと言えば SE こ

そ一番の営業マンであると言える。技術を

生かすためにはひとえに営業が成功する

事である。従って、顧客の本音が見える

SE こそ営業マンに成らなければならない。 

『技術者こそ最強の営業マンたれ！』 

（以上） 
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新春提言 

今もなお阿寒連峰を眺めながら思う 
国立釧路工業高等専門学校  

名誉教授 伊藤  弘 

 

 新年明けましておめでとうございます。

阿寒連邦を遥かに仰ぎみる道東の地より、

新年のご挨拶を申し上げます。スペックが

社業１６年目を迎えました。ここ数年来の

不況を顧みるとき、先ずその暴風圏から見

事に脱出出来たことを心からお慶び申し

上げます。そして最近号のスペクトラムに

は菊地社長を始めとする経営陣の、兜の緒

をさらに強く引き締めた論稿が掲載され、

それはノーアウト満塁の危機を切り抜け

た後によくあるピンチを、スペックには決

して生起させてはならぬ決意に満ちた内

容で、まことに心強く感じた次第です。 

 さて私は残念ながら会社、工場勤務の経

験をもたぬ一介の教職経歴者で、ただ一途

に電子工学の教育に専念してきた者です。

したがって実験実習･設計製作を重視する

高専の実験的技術教育に従事しながらも、

絶えずそのことにコンプレクスを感じて

いました。眼前の技術教育に何が不足して

いるのか、実験内容を充実するためにはど

うすればよいか、彼等から教わった有益な

ヒントは言葉に尽くされません。それとな

によりも学校で学んだ知識・基礎技術を生

かした仕事を、誇りをもって伝えてくれる

彼等の生きた言葉に私自身がどれほど勇

気づけられたことか、これが最大の歓びで

した。それらの中で最も強烈だったのは、

私が新設学科の教育課程の編成で悩んで

いた時に、どんな科目を設けたら良いかを

訪ねたところ現下に、「科目なんか何でも

良い、とにかく学生の頭に絶えず思考のエ

ンジンを駆けさせて措くことです。」と言

い切った或る卒業生の言葉です。これは当

時あれかこれかで迷っていた私の肺腑を

えぐり、今でも先生方はどんな科目を担当

しても学生に向学の精神を持続させる努

力が必須であることの一針を頂門に受け

たものと自戒しています。処で、高専に入

学してくる学生達の動機やキャラクター

ですが、一概にこれと特定できぬにしろ、

十八番の得意技をもったタイプの学生が

多いことは事実です。中学校で、あまり成

績の揮わなかったのが高専に入って水を

得た魚のように生き生きと自分の個性や

潜在能力を発揮するタイプの学生が現れ

ます。理由は彼等の性向と高専の自由なキ

ャンパス環境が巧く整合するからだと推

測しています。これは現行の教育状況を時

代遅れの知識詰め込み教育と批判するギ

ャラリーにとっては理想の学校というこ

とになるが、しかし現実はそう甘くはな

い 。自己管理とか抑制力に欠けた者にと

っては自由がいかに恐ろしい陥穽になる

か、学校も社会も同じです。私は確かに異
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能ぶりを伸び伸びと示す学生達の出現を

歓びながら、他方では国数社理英と総合化

すると途端に成績順位が低下する傾向を

憂慮せざるを得なかった。低下の原因は科

目の好き嫌い（なぜ、そうなったのか理由

は別として）によるもので、嫌いな科目が

特にそれが知識の記憶を求める科目だと、

記憶する努力・苦労から即座に逃避する傾

向が強かったようです。しかし、そのため

に留年（釧路高専は１科目でも赤点なら留

年）となっては一大事なので、私は「考え

方や計算力を必要とする数学だって暗記

が大切なんだ、基礎事項を覚えていなけれ

ば解法の目途が立たない。」と叱ったもの

でした。今でも基礎知識を理解し記憶する、

つまり覚える事の重要性と計算力が教育

の第一の手順でなければならない。とかく

独創力とか創造力ばかりが異口同音に強

調され、基礎知識の基盤があってこそ応用

創造力が確立される。当たり前のことが、

どうもおろそかになっている風潮を憂慮

しています。 

 確かに遺伝子プログラムとそれによる

学習の限界といった個人差の問題は看過

出来ない課題です。そのためには選択科目

を用意するなどの配慮も必要となります。

しかし個人の持つ遺伝子プログラムが、な

を不明な今日では寧ろ当人の可能性を期

待し食わず嫌いを排除して多様な分野に

挑戦させるほうが優先ではないかと思わ

れます。また計算についても、このコンピ

ュータの時代に親味な知識を得る訳でな

い単なるルーティングな作業をなぜ押し

つけるのかと、計算重視を愚行とばかりに

軽視する嫌いもありますが、これも私には

納得ゆきません。認知科学者の説をかりて

言えば、人間がもつ問題解決能力は次の三

つで、 

 （１）パターン・マッチング能力 

 （２）モデル化能力 

 （３）象徴化能力 

いずれも対象の入力・記憶・経験が基礎に

なります。電卓を使ってもよい、複素数や

対数計算を単位や小数点に注意しながら

結果を求める計算が、どうして無味乾燥な

のか。独断かもしれませんが計算は法則・

定理をしっかり覚える役目の他に、頭脳を

爽快にする効果があることも強調したい

ものです。思考の迷路に陥って頭の中がゴ

チャゴチャになっている時など、スポーツ

の効果に劣らず計算演習もその氾濫から

救ってくれるものです。 

講義中は学生にほうが終始受け身にさら

されてい 

るので、当然リアクションとして能動性を

求める欲求が出てきます。アメリカでは講

義よりもレポートが重視されると聞きま

すが、高専のように小人数の一斉授業では

計算演習がものを言います。関連して今ひ

とつ付言したいことがあります。それは、

かって（２０年ほど前）アメリカで読み書

き算数のリテラシィが欠如し新兵が名前

も書けないと、教育危機が叫ばれたことが

ありました。当時日本は青少年の麻薬や性

犯罪も対岸の火と傍観していましたが、今

はどうでしょう。塾が盛んになっている反

面に、分数・少数の計算が出来ない高校生

 



 12

が増え、同時に彼等の犯罪もアメリカに似

てきました。さらにイギリスでは新聞の権

威や見識が堕ちたと慨嘆されたマードッ

ク旋風が日本にも上陸してきた今、私の脳

裏には激しいセンセーショナルな情報氾

濫によって日本の社会、特に若者が益々堅

実さを失ってしまう不吉な予感がよぎっ

てしまいます。それはさておき、幸い科目

に対する偏食気味だった学生達も高学年

になると、必要に迫られ苦手な科目に参考

書を片手に独り精をだす、微笑ましい光景

が散見されるようになります。自信がつい

てくると嫌いであった科目をも、こなすよ

うになります。勿論卒業研究で数学をフル

に使って回路の解析を行い、かつ実験室で

とことんテーマに没頭する十八番の堂に

入った厳しい姿のほうが精彩な印象とし

て強く残っています。 

 しかし中には高専の５年間が長すぎて

初心を忘れ、せっかくの才能を無為にする

一群も現れます。どこにもあるフレシュマ

ンの中倒れ現象の徴候です。会社は転職で

きても、高専は下手をすると中学卒業だけ

に終わってしまう危険性があります。私は

そのために何度も講義から脱線して説教

じみた話をしたことがあります。主として

５年後に待っている世界、つまり卒業生諸

君の活躍ぶりの紹介です。しかし時には学

生の頃に読んだ書物をネタにすることも

ありました。たとえばマックス・ウエーバ

ーの「職業としての学問」です。冒頭に「プ

ロフエッショナルとは脇目をしないこと

だ」と言う宣言から始めて、 

（１）その道のプロになるためには若い時

に徒弟のような苦労が必要であること、 

（２）皮相的な知識の所有者に過ぎないデ

ィレッタントや器用貧乏にならぬこと、 

（３）仕事に功名心のような色気があって

はならぬこと、 

（４）技術者の場合には芸術家と違って絶

えず進歩が運命ずけられていること、 

等です。とにかく中途退学の学生には、ど

こで得たのか「技術職は企業組織に奉仕隷

属する物まね屋に過ぎず、ただ精をだせと

言われるだけで、個性や人間性が尊重され

ない職業だ。」と軽口を叩く者もいました。

批判は良いのですが、実際に経験もしない

のに誰かの受け売りで転身を正当化しよ

うとする、それが友人達にどんな思いをさ

せるかも考えない自分勝手な口調です。去

る者は追わずの自由な校風をモットーと

する高専ですが、入学以来じっと初志貫徹

で努力をかさねている学生達を思うと、か

ような妄言はとても放置しておくわけに

はゆきません。半知半解の我流の講釈です

が、敢えて西欧の大学者の高説を引き合い

に出して、どんな分野でも一人前になるた

めには基礎の型づくりが、いかに大事であ

るかの所以を強調しました。 
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 若い時は誰しも夢を持ち新しい冒険を

望みます。ただ世間の皮相的な流行に目を

奪われ、地に足のつかぬ妄想から軽薄な転

身をする危険性を虞れました。このために

随分と学生に“辛抱する所以”を色々な例

を挙げて説きました。 

 今思うと随分と歯の浮くような話もあ

り汗顔に堪えないところです。例えば 職

業人としてのエンジニアの尊さを強調す

るあまり次のようなエピソードまで紹介

しました。アメリカの鉄鋼王カーネギーが

社内の老熟練工を褒めて重役に抜擢しょ

うとしたら、当人は怒って「私は重役の仕

事など知らない、私の生き甲斐はハンマー

を振り下ろすこの腕の技にあるのだ。」と

答えたのに感動して、「許してくれ、なる

ほど職工が重役になったからといって何

の意味があることか、職工は職工として第

一人者になる、それでいいのだ。君は職工

としてアメリカ最高の実力を持った人だ。

だから政治家で最高の大統領と同じ俸給

をもって待遇しょう。」アメリカ工業文明

のたぎりたった時代の逸話ですが、ついこ

のあいだまで成長産業の栄華を誇ったア

メリカン・ウエイ・オブ・ライフのルーツ

です。また先人の苦労を偲ばせるために

NHK の「電子立国日本」をビデオで観せた

こともあります。低学年にはトランジスタ

ーからマイコンへの進歩の過程を興味深

く観ていましたが、高学年の場合はそれよ

りも私が配布朗読した国木田独歩の小品

「非凡なる凡人」のほうに関心を持ったの

が印象的でした。作者の同郷の友人、桂正

作が上京して工学校に学び、やがて電気会

社に就職する。その現場を訪れた文士を職

業とする作者が、電気技師として無心の境

地で働く友人・桂の荘厳さにいたく感動す

るシーンがありました。そこにくると、さ

すがに現代っ子も粛然としました。果たし

てこんな明治の苦学力行談が今の豊かな

時代の新人類に受けるだろうか、始めは半

信半疑でした。しかしそれは全くの杞憂で

あり、私がかって感銘した文学に彼等も同

じく感動しました。名著は不朽の証拠です。

当時の学生達にこういう講話が成立した

のは私の気迫と厚顔に対する諦めのほか

に、時代が成長経済路線の真っただ中にあ

ったため、こんな古い話をも受容できる余

裕がもてたのかなと今になって彼等の寛

大さに感謝しています。それに比べて現代

の世の中は政治・経済を問わず凡揺る社会

層で価値観の地核変動が起こり、マスコミ

では偽善と自己欺瞞に満ちた正義論のも

と暴露・煽動・告発の大合唱の様相を呈し

て混沌極まりなく、どんな識者も自信をも

って将来の道標を指し示す事の出来ない

不幸な状況にあります。こんな基軸の喪失

した国家社会に何の希望をもてず、若者達

が幻滅し、やる気をなくする心情もよく理

解できます。私は佳き時代に教師であった

ことの幸運をしみじみと噛みしめていま

す。更に今日、最も不愉快なことは政治の

アマチュアが軽薄浮薄な人気で政治家に

なる、あるいは利用される浅ましさと、そ

の逆にエキスパートのプロを目指し仕事

一途に精励する真剣な人間が疎んじられ、

会社や仕事よりも私的ライフが謳歌され

る風潮があります。よく新聞記事になる脱

サラなどは、その最たるものです。こんな

ことは極言すれば亡国の思想に通じるも

のです。 

 歴史は同じ人間の織りなす生活のドキ

ュメントなのだから、こういう混乱と倒錯

した時代状況は今だけでなく、これまでも
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何度か繰り返されてきたものと推測され

ます。その都度、混迷から正常化に大きな

原動力になったのは、偉大な指導者の存在

もさることながら、特に日本の場合は仕事

を大切にする人達が暗黙のうちにも巧妙

に協力しあって、愚直に商いやモノ作りに

励む勤勉道徳的な基盤の存在にあったと

言われています。土木工事のトラクタ－作

業員が仕事の終わった夕暮れ時に、次の交

代作業員の手でその後直ぐ使用し汚すの

を承知の上で、無心に使用したトラクター

を洗車している光景を見て感動した曾野

綾子さんの一文を何かで読んだことがあ

ります。この様な人達があらゆる社会的基

層にいる限り、明日の日本は安泰だと信じ

ています。 

 かって高専の学生達に、つとめて誠実な

努力と謙虚さを強調したのは情実の趣旨

によるものです。したがって私の脳中にあ

る卒業生諸君の職場光景は、かって Z80

の CPU と８２５５を使って AD－DA 変換の

実験に苦労したり、FFT で信号処理に余念

のなかった連中達が、今では何人かの部下

を配下に、その部下とのつき合い方に苦労

しながらも、RISC プロセッサの組み込み

や HDL（ハードウエア言語）の設計に、よ

そ見することなくグレードの高いプロた

るべきエンジニアを目指して日夜辛酸を

なめている姿です。また計算機室で終日プ

ログラミングと取り組んでいた連中は、怒

涛のように押し寄せる新 OS やネットワー

ク業界の奔流（釧路の書店でさえ、UNIX

ワークステーションや MD-DOS 関係の図書

は影をひそめ、代わってウインドーズ９５

とエクセル、それにインターネットやジャ

バアといった類の本が棚を埋め尽くして

います。）の中で、その突破口を見いだす

べく粒々辛苦の悪戦苦闘を重ねているの

ではないか。私はソフトウエア業務のこと

はよく知らないので明確な姿は浮かんで

こない。ただ 

（１）オブジェクト指向からヴィジュア

ル・プログラム技術へ、 

（２）電子手帳の発展形である「ニュート

ン」や「ザウルス」のような機器が進歩し

て、パソコンに入れ替わるのではないか、 

（３）情報の検索にハイパー・テキスト・

カードを用いたハイパーメディアの時代

が到来、 

（４）さらにはネットワークが高じてボー

ダレス仮想世界の時代が訪れる、 

などと新聞や雑誌で読むと、これが２１世

紀の情報化社会への胎動なのかとうなず

きながらも、ついハードウェアの連中より

もソフトウェアの連中に同情を寄せかね

ません。 
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 とにかく、これからの日本経済を活性化

させるのはベンチャー企業の双肩にかか

っています。そのためか政府も最近、ベン

チャー企業に特別の融資制度を設けて支

援策を講じ始めています。また大企業の組

織ではプロの技術者は育たないとされ、優

秀な若い頭脳がベンチャーに流れ始めて

いる動向を NHK が報じていました。つまり

経済界はベンチャーに有利な機運に向か

っているものと推測されます。これからも

スペック経営陣に冴えた戦略を期待する

と同時に、卒業生諸君には優秀なプロジェ

クト・リーダのもとにプロ根性を存分に発

揮し立派な製品やソ

フトツールを開発し、

社運興隆の一翼を担

われんことを祈って

止みません。私も人並

みに枯山水に目をう

ばわれ、西行や良寛あ

るいは正宗白鳥など、

人生の黄昏になると

自ずと手にするよう

な本を座右におくよ

うになりました。した

がって上述のような気焔は久々に私の血

を騒がせたため、ピント外れな偏見や食言

が随所に散在しているのではないかと恐

れています。しかし従前から密かに抱いて

いた愁いを忌憚なく吐露できたことで、閣

筆後は爽快な思いにひたっています。ここ

に、この様な執筆の機会を与えてくれた菊

地社長に心から御礼申し上げます。そして

スペックが今二十歳なら、これからもその

品位を失わず、益々たくましく前進されん

ことを祈って止みません。
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新春提言 

２１世紀・良寛クラブを作ろう 
－定年後の生き甲斐はこれだ－ 

株式会社 内 田 洋 行 

常勤監査役  久田  成 

１. 香港で迎えた還暦 

 平成８年８月４日、私は６０歳の誕生日

を香港で迎えた。キャセイ・パシフィック

に勤務している長女が、社員の両親は安く

キャセイに乗れるため、私の還暦祝いを

「香港へ家族揃って行って開催する話」を

提案してきた。私としても、本場の中国料

理に魅力を感じているのは当然として、中

国への返還前と返還後とで、香港がどのよ

うに変わるかを見たい、という思いもあっ

て賛成した。 

 ８月３日から５日の滞在中、毎日、好物

のフカヒレ料理を堪能するほど食べたが、

今回のテーマは香港旅行の報告ではない

ので、詳しいことは省略する。 

 

２. 還暦で定年を実感 

 その９日前の７月２６日には、銀座東急

ホテルで、スペックの菊地社長を始めとし

て、合理化推進部時代の部員や関係者が私

の還暦を祝ってくれた。有難いことである。 

 本来、当社の監査役の定年は６０歳であ

る。たまたま商法改正で監査役の任期が３

年になったため、あと２年、監査役として

の勤務を続けることになったのである。周

囲から還暦を祝う会合を開催していただ

くと、定年を意識せざるを得ない。そこで、

７月２６日のスピーチの際に、私がお喋り

したテーマは、次の二つであった。 

 一つは、２年後に迎える私の定年の日を、

今日の還暦のお祝い以上に、盛大に祝って

欲しいという注文である。（あと１年半を

残しているため、推定が入るが）大過なく

定年を迎え、内田洋行でのビジネスライフ

を完了できることも、祝って欲しい理由の

一つだが、それよりも、天職のコンピュー

タのシステム設計の仕事だけではなく、監

査役になってからも、「交際費のＡＢＣ分

析」や、「自己監査制度」の導入など、創

造性を発揮する仕事ができたことを報告

したいからである。入社後５年目に、「内

田洋行で誰もやったことのない仕事を見

付けて、それをやるのが自分の使命だ」と

自覚し、その目標を達成するために、創造

的に生きたことが、ビジネスマンライフと

して如何に素晴らしいことかを若い方々

に伝え、後を継ぐ人が出てきて欲しい、と

考えるからである。 

 なお、この私の創造性発揮の具体的事例

に関しては、次回から連載させていただき

たい、と考えている。（前回まで連載して

いた「楽しいソフトの設計法」は、戸塚滝

登先生の絵コンテが完成したにも拘わら

ず、肝心の「恐竜探検」ＣＤ－ＲＯＭの商

品化の話がペンディングになっているた

め、中断させていただきたい。） 

 スピーチの席上、「還暦を迎えた心境は

嬉しいものですか」との質問があった。健

康に６０歳を迎えられたこと自体、素直に

喜んでよいと思うが、定年後は、全く自由

に、自分の好きなこと、やりたかったこと

をやれるようになることは喜ばしいこと

だ。 
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３. 定年後にやりたいこと 

 

 スピーチのもう一つのテーマは、その

「定年後にやりたいこと」とは何かである。

結論を先に言えば、拙著「いたずらっ子を

育てよう」の実践である。 

 私のライフワークは、「日本民族の中か

ら創造性豊かな人材を続出させるための

方法論の創造」である。人類が滅亡するの

を防ぐのにも、日本が経済的だけではなく、

精神的にも豊かな国になるためにも、創造

性豊かな人材がキーとなるからである。そ

のため、数年前までは、定年を迎えたら、

日本創才学園の小林由樹子先生のところ

に弟子入りをして、創才教育のノウハウを

学び、実践しようと考えていた。 

 ところが、最近の新聞記事を読んでいて、

理想をより現実に近付ける必要性を感じ

だした。日本の出生率の低下を憂い、対策

として、とりあえず「産院における母児同

室」を訴え始めたのは４年前からだが、平

成８年７月６日の日本経済新聞で、「五歳

児の２５％、成人病予備軍」の記 事を読

み、「やはり」と思って、日本人が地球上

から姿を消さないための対策に、自分の定

年後の生活を当てようと決意した。 

 

４. 日本人は２１世紀に地球上か

ら消滅 

 

 出生率の低下については、ご存知のこと

と思うが、２５年前の１９７１年には２.

１６だったのが、９５年には１.４３に下

っている。この傾向がこのまま続くとの前

提で、y=ax+b の式に数値を入れて計算す

ると、２０４２年に出生率は０（ゼロ）に

なる。 

 その上に、生まれてきた子どもが、若い

うちに成人病になって、還暦を迎える前に

死ぬと仮定すると、２１世紀は、「日本人

が地球上から姿を消す世紀」となる。 

 平成８年６月２２日に、富山市の戸塚滝

登先生とお会いした時、先生は、「バブル

の頃に生まれた子どもが小学生になった

が、肥満児や走れない子が多い」とおっし

ゃっておられた。７月６日の新聞記事と符

号する話である。 

 なぜ、五歳児が成人病予備軍になるのか、

詳細の分析は紙幅の関係で省略するが、

「成人病」の名称を「生活習慣病」と呼び

かえよう、との話から推理して貰いたい。

要するに、日経の記事の最後の文章を引用

するが、「親が栄養のバランスやカロリー

過多にもっと注意を払い、運動不足になら

ないよう子供を十分遊ばせるべきだ」とい

うことである。 

 ２００８年のオリンピックの開催地が

大阪になるのか、横浜になるのか分からな

いが、選手になるべき年令層が、バブルの

頃に生まれた子。これでは、折角、日本で

オリンピックの開催が可能になったとし

ても、君が代どころか、日章旗は１本も上

らない危険性がある。 

 オリンピックで日の丸が上らないこと

ぐらいは、まだ我慢できることである。よ

り深刻な問題は、「五歳児で成人病予備

軍」に適切な対策がとられなければ、成人

病になって若死する確率が高いことを意

味し、年金制度を支える若年層が急速に先

細りする、ということである。 

 私自身、年金生活に入る年令が迫ってき

た。私は糖尿病から白内障になって目が不

自由になるとか、脳溢血で寝たきり老人に

なるのは嫌だから、４年前から成人病対策
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を実行している。「速歩にダンベル、スト

レッチ、野菜スープで佳麗に加齢」を標語

にして、週に３～４回、時速５.４㎞で１

回に４０分歩く速歩やストレッチで頑張

っている。お陰様で、「糖尿病と健康人の

中間」と言われていた数値が、完全に健康

人のほうに移ってきた。 

 自分自身の高齢化を健康に過ごし、でき

れば定年後も世の中の役に立つ生き方を

したい、と考えているのだが、年金制度を

支える若年層が、出生率の低下と「成人病

予備軍」で先細りすることが確実と思われ

る日本の現状を見ると、無理をして長生き

などせずに、６０歳を過ぎれば、早く死ぬ

のが日本のためになるのかな、という気さ

えしてくる。 

 

５. いったいどうすればよいのか 

 

 「出生率の低下」の対策として、「産院

における母児同室」を訴えたのは、母体死

亡率、新生児・未熟児死亡率を下げること

を目的として、赤ちゃんが「新生児室」に

集められる「産院における母児分離」は、

母と子の愛情の形成に悪影響を及ぼして

いる、と考えているからだ。人に対する

「愛」を初めて感じる誕生直後の大切な時

期に、愛したいのに愛することができない、

愛して欲しいのに愛して貰えない、という

環境に置かれて、「愛」の感情が正しく自

然に育つ筈がないと考えて当然ではない

だろうか。 

 素直に人を愛する感情が育っていない

ために、結婚しない男女が増えて、「出生

率低下」の主な原因の一つとなっている、

と考えているのだが、この仮説の正しさを

検証するためには、「ＥＱ、（こころの知

能指数）」を応用することが必要であろう。

新生児の時期を、「新生児室」で一人淋し

く過した時間が長かったか、母親と添え寝

でいつも母親の笑顔を見て育ったか、その

違いが「こころの知能指数」に有意な差を

生んでいることを証明できれば、「産院に

おける母児分離」に対して大反省を迫るこ

とになるに違いない。 

 「五歳児で成人病予備軍」の対策が、今

回のテーマ「２１世紀・良寛クラブを作ろ

う」である。 無心に子どもと手鞠をつい

て遊んだ良寛さんを見習って、定年を過ぎ

た健康な高齢者は、多いに子どもたちと大

自然の中で遊ぼうではないか、との提案で

ある。 

 

６. ２１世紀・良寛クラブ構想 

 

 良寛（１７５７～１８３１）は、越後国

出雲崎の名主の家に生まれたが、出家し禅

宗（曹洞宗）の僧侶となった方である。漢

詩や書でも有名な方だが、行雲流水の旅の

末、４７歳ごろから５９歳まで、国上山中

腹の茅屋五合庵に住み、「村の童と手まり

をついて遊ぶ一方、詩歌を詠み、書を愛し、

酒を飲むというように自由な心で生き、身

心脱落の境地へと進む。」と、「プレジデ

ント」誌（１９９１年５月号）に紹介され

ている。 

 平成８年１１月１７日の日本経済新聞

に掲載されている日産火災の広告には、

「良寛、基本の心」と題して、次のような

文章があった。 

 “「良寛さんの書は難しくて読めないの

で、私たちにもわかるように書いてほし

い」。村人の声を受け、快く書き与えた『一

二三いろは』。「一二三」はそろばんの、
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「いろは」は読み書きの初歩です。良寛は

ものごとのはじめ、基本の大切さを教えた

かったのでしょう。” 

良寛の書（日産火災の広告より） 

 

 「２１世紀・良寛クラブを作ろう」とい

っても、良寛さんの五合庵での生活をそっ

くり真似をしようというのではない。第一、

良寛さんが「無心」であったのに対し、私

の場合は「無心」ではない。「日本人が地

球上から姿を消す」のを防ぐ大欲がある。

ひょっとすると、私の娘や息子が安心して

年金生活を送れるようにしたい、というも

っと切実な欲かもしれないが．．．．．。 

 だから、詩歌や書をやる気はない。「子

どもと遊ぶ」ことが目的であり、できれば、

母親に子どもが成人病になるのを防ぐた

めの、栄養や生活習慣に関する「基本の

心」を教えたい、と考えている。 

 これなら自分が息子を育てた時のこと

を思い出して、それを実践すればよい。手

まりをついて遊ぶのは得意なほうではな

いから、多摩川台公園へ行って走りまわる

のが性に合っているだろう。子どもや母親

が希望すれば、ダンベル体操やストレッチ

を教えてもよい。子どもに基礎体力がつい

てくれば、ハイキングに連れて行くのも良

いだろう。 

問題は、私一人が頑張っても、問題の解決

にとって「焼け石に水」であることだ。私

と同年輩の仲間を多勢集めて、ボランティ

ア・クラブを結成する必要がある。幼児と

遊ぶことは、私にとっては、２年前からス

タートさせたテーマである「ユーモア感覚

で創造性を磨け」の笑いのネタを幼児から

得られるチャンスも期待でき大きな魅力

だが、もっと多くの方々にとっても魅力の

あるボランティア活動にする必要がある。 

 子どもたちがあきずに楽しく遊び、一緒

に遊ぶ高齢者にとっても楽しい遊びとは、

どのような遊びがあるのか、今から意識し

ていれば必要な情報は集められる。難しく

考えずに、「身心脱落の境地」で遊べばよ

いのかもしれない。 

（以上）
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新春寄稿 
不老長寿の“妙薬” 

投資育成会社・企業育成センター 

監査役 浅井 武夫 

 

 

 現在は、第三次ベンチャーブームと言われて

います。１９９１年、バブルが崩壊し始め、日

本経済が長期停滞に落入って以来、官民こぞっ

てベンチャー企業（VB）を支援・育成する動き

が活発です。２１世紀の日本経済を視点に置い

た場合、いま企業家の輩出や VB の育成を国が政

策の主要な柱に据えていることに異論を唱える

人は少ないでしょう。問題は、従来の既存中小

企業に対する保護・助成政策が後退するのでは

ないかとの懸念が消えないことです。いまさら

申すまでもなく、不況が長引くにつれ、景気が

仮に回復しても、その先について、どの様な経

済、産業の展望があるのか、中小企業全体とし

てみれば、その前途に暗雲が広がっていること

は否定できません。しかし、他社はどうあれ、

自らの信念に従って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この難局を乗り切るしかありません。やや綺麗

事でいえば、未知へのチャレンジが大好きで、

新しいことを起こしていくことに大きな喜びを

感じる、企業家精神を発揮し、「攻めのリスト

ラクチュアリング」（事業の再構築）を行えば、

企業の前途は明るいのではないか、ということ

です。つまり経営者はいま、リスクに大胆に挑

戦する企業家精神が試されているのです。図を

ご覧下さい。これは、成長過程にある企業のポ

ジショニング（位置付け）を示したもので、「良

い会社」、「強い会社」を区分けする場合に用

います。SPEC がどの区分けにいるのか一目瞭然

と思います。一般的に、企業は「A型」から「B

型」へ、そして「C型」という経路を歩みます。

その間、ダメになる企業は、「B型」あるいは「C

型」から「D型」へ転落します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経
営

業
績

体質経営

成熟マーケット 
成長鈍化と効率経営 
狭義の運転資金減少 
低い設備投資 

  C 型    良 い 会 社 
成長マーケット 
成長重視の若々しい会社 
高い設備投資 
積極的なファイナンス 

         強 い 会 社    B 型 

成長マーケット 
急成長で強気一本槍 
厳密な損益管理不在 
積極的な設備投資と 
    積極的なファイナンス

        弱 い 会 社     A 型 

衰退マーケット 
成長ゼロ･ステージ 
赤字体質の管理不在 
自転車操業で在庫･売上債権増
借金体質の金利負担増 

  D 型    悪 い 会 社  

守 

り 

攻 

め 

不 振 

良 好 

Traditional Business
Excellent Business 

Inferior Business Venture Business 

高い自己資本比率 
高収益･黒字経営 

低い自己資本比率
低収益･赤字経営 
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 今事業の再構築に挑んでいる企業の多くは、

「C型」から「B型」シフトしょうとしているの

です。言い方変えれば、体質改善、事業再編に

よる成熟企業からの脱皮を試みていると申せま

しょう。 

ところでこの「C型」企業は、ライフサイクル

の上では、すでに発展期を終え、成熟期に入っ

ているのです。企業には創立以来の社歴（実年

齢）があります。しかし企業も、人間と同じく

様々な細胞組織で成り立っていますから、実年

齢とは別の肉体年齢があります。今からおよそ

10 年前、『会社の寿命 30 年』（日本経済新聞社

刊）が大変話題になったことがあります。「会

社が繁栄を謳歌出来る期間、すなわち“会社の

寿命年”は平均 30 年に過ぎない」というもので

した。この説は、当時各方面にかなり大きな反

響を呼びました。財界人からもこれに同調する

声もありました。「企業が成長段階から成熟、

そして衰退期を迎えるライフサイクルは、何も

せず放っておけば、30 年程度にすぎない」（日

本電気会長小林宏治）。「企業組織も技術も、

成長期からやがて熟爛期を迎える。精錬所の場

合なら、このライフサイクルは 30 年足らず、と

いうのが私の実感だ」（三菱金属社長永野健）。 

人類は太古から、不老長寿の薬を夢み、求め

てきました。日本人の平均寿命は８０年。なお

医学が進んでも１００年が精々とか。しかし、

会社の寿命３０年は、私達日本人の平均寿命の

半分にも達しません。もともと資本主義社会に

おける企業は、永続的な資本組織として設立さ

れます。ひとたび企業に投じられた資本は、永

久的に企業の財産を構成されるものとして認識

されているのです。にもかかわらず３０年説が

信憑性をもつには理由があります。 

一国の産業の盛衰は、その関連する企業の興

亡を伴うのです。つまり、企業は成長し、巨大

化しても、やがて環境の変化についていけない

企業は滅んでいきます。このことは、戦後５０

年の歴史が実証してきました。企業は、激変す

る環境変化への対応の巧拙によって、成長もす

れば衰退もするものです。では、現時点におけ

るこの成長と衰退の分岐点はなんでしょうか。 

そのキーワードは、「選択と集中」「縄文文

化」「価格革命」「新陳代謝」です。 

まず、「選択と集中」。これは、ヒト、モノ、

カネという経営資源の配分をどのように絞り込

むか、ということです。バブル期には、多くの

企業が事業分野の幅広さや、多角化の度合いを

競ってきました。その結果、経営資源は総花的

にバラ撒かれたのでした。今求められるのは、

その逆です。どのような事業領域を選択し、そ

こに経営資源をいかに集中するか、ということ

です。つまり、企業は収益性の高い部門に事業

を特化するということです。これは、企業が肥

大化によって、凋落するのを防ぐための策でも

あります。すでに事業を分散化し、多角化した

企業は、事業特性に応じた組織の統合や分離（別

会社へ）が必要です。組織を大幅に見直し、核

となる事業領域、業務内容と大きく異なる事業

は、本体から分離し身軽になるといいでしょう。

もちろん、ここで重要なことは、核となる事業

領域の“選択”です。この場合の物差しは、い

かに効率良く経営資源を投入し、収益をあげ得

るか、です。具体的な経営指標として、米国企

業では、株主資本利益率（ＲＯＥ）が用いられ

ています。これは、株主の持ち分にあたる自己

資本に対する税引き利益の比率を示します。米

国企業では、通常、２ケタ台といわれています。

要は、収益力を弱めている事業を整理し、収益

構造の再構築に努力して、収益重視の独創的な

経営を実践することです。自社が手がける事業

を「絞り込み」、カネ、ヒト、モノの経営資源

を集中させることです。 

次に、「縄文文化」。日本人のルーツは、紀

元前１万年に始まったとされる縄文文化を形成

した縄文人です。とくに縄文時代初期の縄文人

は、牧畜や、農耕を知らず、漁労と狩猟で大自

然と戦い、また妥協してきました。食物が乏し
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くなると住居を変え、食物の獲得しやすい場所

へ転々としました。彼らの住居は、したがって、

小さな洞窟や竪穴住居で、３～１０人単位で暮

らしていたのでした。縄文人は、自然を破壊す

ることもなく、活用したといわれます。しかし、

それは多くは未知の世界との戦いでもあったこ

とでしょう。縄文時代ほど各種の発明、発見が

なされ、独自の文化を創造した時代はなかった

ようです。弓矢、土器、丸木、ヤス、モリ、釣

針、網などの漁具と漁法、海産資源の開発は、

いずれも現代文化の基盤となる知恵と技術ばか

りです。縄文文化、最大の集落跡として最近注

目を浴びているのが、青森県三大丸山遺跡です。

ここからは、石槍や矢じりな狩りの道具が大量

に出ていますが、釣針、針などの骨角器は、当

時（西暦 5000 年前）の色のまま出土しているそ

うです。いずれも鹿の角など、ここまで精巧に

加工できるのか、といった技術水準の高さです。

縄文人は、互いの住む自然条件、生活用式が違

っていたが、争うこともなくそれぞれの独自性、

個性を尊重したとされています。 

縄文人の特徴を挙げれば、活力、多様性、移

動性、独自性、小さな組織ということになりま

しょう。この特徴は、まさしく企業家精神その

ものです。狩猟民族の行動様式、思考方法は、

企業家精神の原型といっても過言ではありませ

ん。「縄文文化」というキーワードは、事業再

編成の決断を迫られる経営者の理念を占う物差

しです。 

次に、「価格革命」。価格破壊はすでに、前

哨戦を終えたと言われています。３年前、オレ

ンジ果汁原料の自由化を機会に、ブラジルのメ

ーカーからの直輸入で、大手スーパーが独自ブ

ランドのジュースを従来品の３分の２以下で売

り出し人気となりました。これに対抗して、他

のジュースメーカーが相次いで値下げしました。

また、高価格イメージの米国クライスラーは、

2000CC スタンダード「ネオン」を軽自動車並み

の値段で日本の市場に参入させました。これら

は、価格破壊で集客力を狙ったものです。価格

破壊と喧伝された価格引き下げの動きが始まっ

てから、相当の日時が経過しました。その間、

価格破壊の動きが大きな広がりをみせ、価格低

下がかなり進展しました。 

 

メーカーは、これまでの希望販売価格の設定

を全面的に見直さざるを得ません。また、メー

カーと流通機構がこれまで形成してきた価格体

系、品揃え態勢も崩れつつあります。こうした

価格破壊のトレンドが定着するとなれば、それ

は最早「価格革命」と言わざるを得ません。こ

うした現象はなぜ起きたのでしょうか。いろい

ろ事情はあるでしょう。はっきりしていること

は、ひとつは円高に伴う安い輸入品の流入と大

規模小売店舗法の緩和による価格競争です。他

のひとつは、消費不況です。個人の財布のヒモ

は固く、消費行動における価格重視がメーカー

や流通業者の販売価格の設定を大きく変えさせ

ました。これらは、消費者によって形成された

市場価格を設定できない供給者は、価格競争に

生き残れない事を意味します。 

日本マクドナルドは、昨年暮、それまで 210

円のハンバーガーを 130 円に値下げして話題に

なりました。この間の事情を、同社の藤田 田

社長は次のように語っています。「円高で１ド

ル 360 円が 100 円になった。つまり、輸入原材

料の値段が４分の１になった。すると最終価格

は半分になる。４～５年のうちに物価は半分に

なると見ています。それを見越してのこと。先
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の先をいく。会社のデフレ対策の基本方針は、

『価格革命』だと思う。景気が悪いから、物を

安くして、沢山売る。そのために店も人も必要

なんです」（１９９６年４月８日） 

物事はプラス思考でいきたいものです。「価

格革命」をきっかけに、商品の競争力の強化や

経営の効率化にプラスさせる、つまり企業の体

質強化のバネにできるかどうか。ムダを省き、

低コスト経営を確立し、さらには、高品質を維

持しながら、魅力的な商品開発を実現する。こ

ういった経営力の有無を試すもの、それが「価

格革命」の発するシグナルと理解すべきであり

ましょう。 

最後に、「新陳代謝」。人間を含め、生物は、

生存しかつ活動するに必要なものを体の中に取

り入れ、不必要なものを外に出しています。そ

れによって、人間も生物も生命を維持し、とき

には若返りもできます。一国の産業や経済も、

そして企業についても同じ事が言えます。特に、

企業は「新陳代謝」によって、企業の肉体年齢

を若返らせることができるのです。 

企業の「新陳代謝」とは、人事の「新陳代謝」

のことです。先の『会社の寿命３０年』では、

社員の平均年齢が３０歳ラインを超えると、衰

退企業の辿ってきた奇跡と共通の指標が読み取

れると説明しています。従業員の若返りが人事

を活性化させることは事実です。このため、収

益に大きく左右されずに、安定的に従業員を採

用することは、新陳代謝を円滑にする最良の方

法でしょう。しかし、ここで忘れてはならない

ことは、若い人材という言葉のもつ“意味”で

す。２１世紀前半は、現在の３０歳以下の若者

達が社会を動かします。彼らは自らを新人類と

呼んでいますが、今の時代は、すでに新人類を

中心に流通業が成長しています。新人類の生活、

生き方が消費に持ち込まれているのです。コン

ビニエンス（ライフサイクルに応じ、夜も昼も）、

ファーストフード（ハンバーガー、フライドチ

キン、牛丼）、レンタルビデオなどがその良い

例です。新人類は、繊細で感覚的にこだわりが

あり、感情に豊かな部分があるといわれていま

す。自分のライフサイクルに個性をもたせ、そ

れに固執します。気にいらないルール、適応で

きないしきたり、ありのままの自分を受け入れ

てくれない組織、上司、先輩に対して主観的に

不快な事態があると、その場から消えます。つ

まり、日本の伝統的な画一主義から飛び出すの

です。規範、習慣、しきたり、ルールといった

日本人がこれまで大切に守ってきた既存の社会

の枠組みの外に出るのが、新人類と言えましょ

う。企業の顧客も新人類が中心となってきます。

“感性企業”という言葉があります。これは、

「お客様の志向を受けとめる感性溢れた人間集

団」と定義付けられます。「客が望んでいるも

のは何か」、これを豊かな感性で受け止め、仕

事に結び付ける。そのためには、自己の側で感

性を磨く他はありません。新人類であるお客の

感性を受け止めるのは、他ならぬ新人類の社員、

つまり社内の新人類なのです。 

 以上、４つのキーワードを提示しました。い

ま、時代が求めている経営者とは、現場を重視

し、自らリスクを引き受け、現状打開を目指す

経営者です。企業は、経営次第で不老長寿を実

現したり、若返る事もできます。企業の不老長

寿の“妙薬”は、企業家精神にみちた経営者の

決断と行動によってのみ、見出され、生かされ

るのです。「選択と集中」「縄文文化」「価格

革命」「新陳代謝」の４つのキーワードが SPEC

の“妙薬”探しに、いささかでもお役に立てれ

ば幸いです。
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新春雑感 
現代会計の歴史と２１世紀へ向けて 

 

公認会計士・SPEC 投資育成監査人 

植木 弘彦

１．はじめに 

 

 企業会計の原初形態として考えられる

勘定記録の方法は、１３世紀中頃のイタリ

ア地方において、債権債務の備忘手段とし

て考えられたと言われている。また、損益

計算の世界最初の原型は、１３４０年のゼ

ノア市財政庁マツサリ帳簿として伝わる

ものにこれを求めることが出来ると言う。

中世イタリアの海上貿易は、自然や社会的

危険にさらされつつも、隔地間の価格較差

を利用して莫大な商業利益－投機利潤を

収めることが出来たために行われたもの

である。そのような冒険取引を行うため、

損益計算は一回の旅商が完了するごとに

いちいち計算する方法がとられ、現在行わ

れている商品の期末棚卸もないし、年度別

損益計算と言う考え方も成立してはいな

い。むしろ貸借対照表制度も成立していな

い。 

 

２．期間損益と財産目録 

 

 商人の行う冒険取引ないし旅商が繰り

返されるうちに、そこに漸次定着商業の形

態が発生し、交通機関の発達とともに市場

の範囲が拡大することにより、一定のスト

ックを保有する定着商業が支配的な商業

形態となる。その結果、商人の取扱商品も

少量の貴金属ないし珍希品から、生活必需

品へと変化し、同一商品の継続的な反覆取

引が発生する。一方、会社の形態も、当座

的営業から継続的営業となるに従って、当

座的企業から永続的企業へと変化する。こ

のような変化が期間損益の算定わ必要と

し、期末毎に残存する棚卸商品を調査させ

る制度と年度貸借対照表の成立がここに

みられる。１７世紀中頃、フランスにおい

ては景気の後退、それに伴って信用制度に

著しい不安が招来し、その際相次ぐ事業の

破産によって表面化した事実は、経営者の

詐欺、財産の隠匿・持出しというよりは不

正であったということである。その貸借関

係に招来した不安を排除して信用取引も

安全を期する実際的必要が感ぜられ、その

不正を防ぐための手段として事業会計に

対し法律上の干渉が決定された。すなわち、

債権者保護のための立法化として、商人に

対して財産一覧表の作成と備付けの義務

を課するという方法であり、そこに初めて

財産目録が出現したのである。その後のド

イツ商法典においては、財産目録と並んで

とくに貸借対照表が規定され、債権者保護

の考え方に重大な発展がみられる。それは、

商人に財産目録が要求される段階では、保

有する個々の財産が債権の担保力をあら

わすと言う考え方に基づいたとものと思

われる。しかしながら、個々の財産は営業

活動によって、常に変形することが常態で

もあるので、次の段階で変形する可能性を

もつ財産の担保力を知ることには現実的

意味がないからである。すなわち、債権者

利益保護のための担保力保全とは、所有す

る一切の資産、負債の差額としての純財産
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額の保全とその充実維持という認識こそ

が、財産目録から貸借対照表への発展とし

てもつ重要な意義と考えうる。 
 
３．現代会計の前提 
 
 期間損益計算を課題とする現代会計は、

会計に関係ある取引事実の記録と慣習と

判断との総合的表現であるといわれるが、

それは社会科学としての企業会計のもつ

正確をよく表現した言葉である。我が国の

企業会計原則は、その目的において“我が

国の国民経済の民主的で健全な発展のた

めの科学的基礎を与えようとするもので

ある”旨を掲げている。その一般原則は要

約すると 
 （１）企業会計は真実な報告を提供する。 
 （２）企業会計は正確な会計帳簿を作成

する。 
 （３）資本取引と損益取引とを明瞭に区

分する。 
 （４）企業会計は利害関係者の判断を誤

らせな いようにする。 
 （５）企業会計はその原則や手続をみだ

りに変 更してはならない。 
 （６）企業会計は保守的に健全な処理を

する。 
 （７）財務諸表は政策考慮のため真実な

表示を歪めてはならない。 
以上７つの原則は、しごく当然のものであ

り、守られなければ現代会計の基盤を失う

ものである。すなわち、非民主的で不健全

な国民経済の発展となるものであること

は論をまたない。むしろ、慣習と判断の厳

しい変遷に晒されている現状では、その見

直しないしは追加・訂正等が必要であろう。

取得原価主義は名目的な投下資本の回収

計算であるから修正の余地がある。しかし

修正のための基準として一般物価水準指

数とか個別物価指数の導入等も考えられ

るが、これを個別取引の都度いちいち行う

か、期末に一括して行うかなど煩わしさが

あると同時に、かえって損益計算のもつ確

実性や客観性が喪失されるという致命的

な欠陥の招来も問題となろう。これらの問

題は、数え上げればきりがないのであり、

現下の日本では原点に立ち返り、７つの原

則を遵守してこそ民主的で健全な社会の

発展に寄与するものであると思う。 
 
４．ちょっと横道に 

 

 先日、NHK の午後９時３０分クローズア

ップ現代という番組で「日高地方を救える

かサラブレッド」というようなタイトル

（？）で、放映されました。それによれば、

アラブの王様が保有している名馬ラムタ

ラ（アラブ語で神の脚）が約４４億円で日

本に売却され、購入した日本側は４１口の

シンジケートにより購入され、購入した者

は１年につき１口２頭の種付け権利が５

年間保証されるとのことでした。一方、購

入した者の１口当たり金額は約１億円２

千万円で５年の分割払いとなるそうです。

そこで種付けにより生まれる子馬１頭当

たりの購入原価を見てみると 

 1.2 億円÷（２頭＊５年）＝1200 万円 

１頭当たり 1200 万円となります。しかし

この金額は製造業でいう原材料の購入価

額であり、他の加工費がかかります。すな

わち、生産牧場で子馬が生まれ、育成牧場

で鞍をつけたり人を背中に乗せたり出来

るようにします。さらにトレーニングを重

ねて真直ぐ走れるようにしたりしてよう
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やく「セリ」にかけられ、製品売上の値段

が決まります。もし、上記の加工費が 300

万円であったとすれば、この子馬は 1500

万円（1200 万円＋300 万円）以上で売れな

ければ利益は出ません。一方セリで子馬を

購入する側も、レースに出場するまでの管

理費がかかるわけですから、レースに出場

するまでの管理費がかかるわけですから、

レースで 1500 万円＋α以上の賞金を稼ぐ

かどうかが購入価額の目安となるでしょ

う。以上は表面的な損益計算です。しかし、

表面に現れない損益の問題として次ぎの

様なことが考えられます。 

①もしラムタラの子馬が、４年後に活躍

（馬は４歳でクラシックレースに出場）し

たとしたなら、１頭当たりの種付け権利証

が高値で売却可能となる。（逆も真なり） 

②５年間の種付け終了後の親馬であるラ

ムタラに、高値による購入希望者が出てく

ることもあり得るなど。 

③ラムタムのいる生産牧場や育成牧場に

見学者がやってくるなどの付加価値が発

生ししうる。これらは全てが巧くいった時

を前提とした 

リスクの大きい取引と考えられます。例え

ば、ラムタラが５年の種付け期間前に病気

になったり、何らかの原因で優秀なサラブ

レッドに恵まれないこともありえるわけ

です。SPECTRUM には相応しくない NHK の

テーマを取り上げましたが、以上のケース

はメーカーにおける製品製造工程と同じ

と考えられます。仕損品もあれば、品質が

一定した優秀品を生産出来ることもある

でしょう。つまり、２１世紀へ向けて若者

は何が「真実」であるかを見極めてゆける

“心”を養うのです。それは経験と実践を

通して体得できるものではないでしょう

か。また、２１世紀へ向けて若者を送り出

す側は、何が「真実」であるかを見極めて

ゆけるような“場”を創造してやることで

はないでしょうか。経験と実践を踏まえた

側の応用力に期待したいものです。 

 

５．結びに変えて 

 

 ２１世紀は、１人１人が情報の発信基地

と言うテーマをよく耳にします。確かにコ

ンピューター技術や通信技術の進歩は、10

年を１年に縮めてしまうほどの革命かも知

れません。が真実を見極めてゆく心は、い

つの時代でもさわやかです。“３人寄れば

文珠（文殊とも書く）の知恵”は、企業会

計原則の普遍原則と考えます。 
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閑話休題 

辛口の初夢を 

株式会社ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾆﾝﾆﾝｸﾞ&ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

監査役 寺下 孝二 

 

 平成９年 新春の干支は丑年（うしど

し）で、ゆっくり行くか、猛スピードで突

走るか？皆さんはいかがですか。当社も第

１７期をあと３ｹ月となり、大切な期間と

なりました。“まさかの時”についてお話

をしてみたいと思います。景気の動向はこ

こにきて“腰折れ”との見方が強まり、日

銀等の発表ほど景気は回復しておりませ

ん。自分の会社は、そのような中で如何に

生き残り２１世紀を迎えられるのでしょ

うか。ここで色々のケースを考えてみまし

ょう。 

（１）リスクマネージメント（クライシス

マネージメント） 

（２）事業継承に潜む危機 

（３）潰れにくい会社 

 

（１）リスクマネージメント（クライシス

マネージメント） 

 

 会社の経営者の心配は色々留まるとこ

ろを知りません。 

①もしも大口得意先との取引を停止した

ら 

②もしも信頼していた部下が不正を働い

て会社に対し損害を与えたら 

③もしも会社幹部が急死してしまったら 

④もしも後継者が経営者としてあるまじ

き人間になったら 

等など山ほどあります。ほとんどは、その

ことが起きてから考え、対処するのではな

いでしょうか。それは事後対策でいわゆる

クライシスマネージメントであり事前準

備としてのリスクマネージメントではあ

りません。リスクマネージメントの特徴は、 

a.企業・個人において発生しうるリスクを

あらかじめ認識し 

b.次にそのリスクを分類・測定・評価した

うえで 

c.リスクへの対応策を練る。対応策にはリ

スクを軽減・回避する人的・物的・情報的

なコントロールと、財務面における資金調

整能力の準備が必要とされる。 

リスク（会計上は偶発債務という）を積極

的に認識しその対応行動を組織の中に取

り込むという経営管理手法でありリスク

担当役員（非常勤も可）の設置が必要と思

われます。 

 リスクマネージメントの必要性とは、現

代企業にとって最も重要な課題は、営業強

化・市場開拓・コスト削減等と言われてい

ます。しかし現代のように成熟した経済社

会の中で売上高や利益を飛躍的に伸ばす

ことはなかなか難しく、無理をした場合不

正・悪徳の罠にはまる危険性もあります。
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ならばリスクによる損失を最小限に抑え、

競合他社との財務安定性に差を付けるこ

とは、長期的には利益を拡大することにつ

ながります。 

 リスクマネージメントの今日的意義は、 

①節税になります。リスクマネージメント

に関する費用はその時点では発生します

が、多額に損失が発生した場合、会社が赤

字になり前年に支払った法人税は、現行法

人税法では、繰戻還付は行われません。 

②銀行対策になります。多額の損失が発生

した場合、赤字決算や債務超過になること

があり、当然銀行として融資が難しくなり

ます。 

③後継者・幹部育成に役立ちます。過去の

高度成長期にはみられない PL 責任・株主

代表訴訟・環境監査が今後のリスクとして

経営者に対応が迫り、その為幹部の指導が

避けて通れません。 

 

（２）事業継承に潜む危機 

 

 未上場の同

族会社の事業

継承の事例を

ここでお話し

します。この事

例の会社はた

った一度の相

続で、優良会社

が赤字会社に転落してしまった事例です。

A社は先代社長が辞めたとたん、番頭役を

務めていた社員が、社員の一部を引き連れ

て独立してしまいました。得意先も下請け

先もゴッソリ引き抜いて会社を設立して

しまいました。先代社長の時には５千万円

あった利益が、２千万円に減少してしまい

ました。先代社長は創業者であり、得意

先・銀行にも絶大な信頼がありましたが、

退任により神通力が失われ、さらに悪いこ

とに、急に相続が発生してしまいました。

先代社長が心血を注いだ会社だけに会社

の株式評価は高く、相続人は思わぬ相続税

に悩み、またその株式の引き取りを会社の

社員に頼みましたが、なかなか事巧くいき

ません。会社のほうも創業者ということで、

高額な退職金を支給して、また自社株式と

いうことで会社が引き取るということに

なりました。その結果会社は銀行より多額

の借入金を計上して、金利等で一気に赤字

会社になってしまいました。事業継承の判

断を誤ると企業存続のリスクとなること

があります。 

 

（３）潰れにくい会社 

 

 ［まさか］と多くの人が感じた金融機関

の経営破綻がつづいて企業の発表する財

務諸表はどうなっているの？が疑問の一

つです。企業が作成する財務諸表のうち企

業の財務基盤の安定度を示すのに、［貸借

対照表］と言うのがあります。この表は、

向かって左側に［資産の部］、右側に［負

債の部（他人資本）］と［資本の部（自己

資本）］が表示されています。左右の金額

が同額になっています。潰れにくい会社と

は、負債の部が少ないか、資本の部が大き

い会社を言います。また一般的な方法は税

引き利益を毎年確実に計上して資本の部

に過去の利益の蓄積である余剰金を増や

していく事す。税金は営利活動をしていく

ために資質するコストの一部と考えたほ

うが気が楽になります。つまり［節税］は

税引後の利益を増大して、潰れにくい会社
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にするために必要なコストマネージメン

トであり非常に重要なテーマです。ただ日

本企業の貸借対照表の資産の部の固定資

産には、注意が必要です。それは、現行会

計制度が取得原価主義によって表示され

ていますので、５０年前に１千万円で購入

した土地が現在 100 億円となっていても、

また逆にバブルの時に苅った物件も正し

く表示されていないことがあります。その

ことが反映して、銀行が企業に融資を行う

とき、財務諸表は参考にはされるが信用さ

れておらず、担保の提供や、経営者の個人

保証を求めるわけです。適正な財務諸表が

開示されないかぎり、主や債権者及び投資

家が企業の財務状況を正確に判断するこ

とはなかなか難しいでしょう。 

 今回の閑話休題は大分辛口になったよ

うですが、これは自分自身にも言い聞かせ

るつもりで、新春の気持の引き締めをお話

ししました。

の発表のための報告に切り替える時期と

しなければ成りません。これからの超高齢

化社会では老人自らが老人をサポートす

ることで、ぼけを未然に防ぎ明るく高齢化

社会にしなければなりません。情報通信を

駆使したり老人問題、環境問題や地域医療

はじめ活躍の場所は限りなくあります。し

かも自己投資したり、自分の組織を巻き込

んだり逃げ出せない程自分を追い込むの

も一つの手段かもしれません。より具体的

に本格的に育てていくためにも準備を重

ね、事業の企画や資金を持ち込み不退転で

進む必要がありそうです。
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そだとう会社長会報告 

ベンチャーの源流を訪ねて 

株式会社ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ&ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

代表取締役 菊地 史郎 

 

強かに強かに 

 

 平成８年度の“投資育成のそだとう会社

長会”が櫟木新社長を団長として１１月２

日～１０日実施されました。何度か参加さ

せて戴いておりますが、その度ごとに強烈

な刺激を受けています。 

今回も訪問先での刺激よりも、投資育成を

受けてそれぞれの企業をユニークに育て

上げている、大先輩の経営哲学、経営姿勢

に感服し，かくやありたしと深く感動して

戻ってきました。 

 ここ３年間は中国、東南アジアに絞った

視察でしたが、ベンチャーの源流を訪ねて

米国中心になりました。これまでも日本の

ベンチャー企業は本物ではなく、米国のベ

ンチャー精神、開拓精神を大いに見習うべ

きとの意見もありました。 

強烈に自己主張したり表現する事で自

己実現を目指す米国社会でのベンチャー

企業と、控え目を旨とする日本では自ずと

違ってきます。日本に進出している外資系

企業に見られるようにプレゼンテション

能力面では、遠く及びばないと度々指摘を

受けております。沈黙は金とか、控えめは

美徳であるとする日本型経営から見れば、

そうした世界の常識は日本では非常識と

なる点が多く見受けられます。またその反

対も多く見られます。それを乗り越えて海

外進出を敢行した中堅中小企業は、苦戦を

強いられてはおりますが、今まさに世界の

中堅中小企業へと強かに脱皮を計ってお

ります。日本では味わう事の出来ない新し

い価値観との戦いの連続となります。 

 

徹底再建の為の選択を 

 

 アメリカではバブル崩壊以降様々な金

融政策や財政再建に務め、このところ長い

間低インフレの中の景気拡大が続いてお

ります。“どうせ昨年１１月の大統領選挙

まで”との声もありますが、もはや日本な

ど問題にしていないように見えます。バブ

ルに踊った日本では、インフレなき財政再

建をと願いながら結局はインフレしか再

生の道無しと諦めかけている我々は、大い

に見習わなければなりません。 

 かっては、今もまさにそうですが日本の

中堅中小企業は徹底した品質管理、生産管

理を繰り返し驚くほどのコスト削減に成

功して来ました。投資育成を受けている優

秀な企業（自動車、家電、OA 機器等）の

海外進出は、米国に限らず東南アジアでも、

代表的なメーカーに乞われる形で実施さ

れているケースが多く見受けられます。円

高ドル安に真っ向から挑戦し、現地生産に
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存続を賭けて踏み切った企業が多いよう

でした。その為まず最初の顧客はすでに存

在し、稼働状況の向上に伴い米国企業に納

品を開始する形態となっております。輸出

中心の企業では、円安の進行は円安差益が

生まれ現地生産は不利なりますが、長い目

で見れば最適化を求めて地球規模での生

産拠点の決断を迫られることになります。

おそらく１ドル１５０円に戻る事はない

はずです。購買力平価で見る限り日本での

給与所得も７５％程度でも通用出来る迄

の努力が求められる事になります。 

 

マキラドーラ制度にもヒントの芽 

 

 ポプラーブラッフのスターティング工

業、アトランタのパイオラックス、KIMOTO 

TECH Inc、メンフィスの上板塑性

（KAMIMEX）、ムネカタメキシコの５社と

東京三菱アトランタ支店、ユニオン・バン

ク・オブ・カリフォルニアの二つの銀行を

訪れました。その中で特に驚いたことは、

何回となく様々な変遷を経て目下注目を

集めているメキシコのマキラドーラ制度

（スペイン語、メキシコ語で小麦粉を引い

てもらうための手間賃の支払いを意味す

ることで国境を越えて行う制度）でした。 

サンディアゴに最も近いメキシコのティ

ファナ市では１９６４年からその制度を

整備し、国境沿いに約２５００社が操業し、

なんと約７０万人の雇用創出しているこ

とでした。その目的としては 

①１００%外資法人設立可能 

②原材料１年間保税可能 

③機械設備持込無期限で可能 

④労働ビザの発給が容易 

と言う形態です。メキシコではマキラ費用

（手間賃ですので直接労務費）のみ支払い、

形は全て国境沿いの米国の企業が輸出等

全ての事務手続きを実施しているわけで

す。それでもやはり単純生産部分も多く、

安い労務費を求めて行われています。こう

した形態も NAFTA(北米自由貿易協定)に

より２００１年で廃止されるそうでした。 

様々な形態を取りながら海外進出が地球

規模で行われているわけです。これまで以

上にすさまじい技術革新や通信技術の発

達はボーダレス、かつバーチュアルコポレ

イトな社会を生みだしています。そのため

これまでの延長では製造原価の高い日本

で生産出来なくなる日が確実に近づいて

来ます。情報産業を始めとするサービス産

業でさえ、日本を引き払い本社を米国本土

やオーストラリア等へ移したケースも沢

山あります。ボーダレス社会へ向かっての

先駆けの試みであり大変な苦労が伴うは

ずですが、新しい境地を作り上げられ筈で

す。 

 

本物のベンチャーを目指して 

 SPEC は１９８４年の創業満４年で投資

育成のベンチャー投資を受けました。ちょ

うどその頃日本中はあげて第二次ベンチ

ャーブームに沸いておりました。ベンチャ

ー投資は投資育成会社にとって極めてリ

スキーで１９８４、５年当時１０社が投資
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を受けました。しかし１年も経たない内に

半数以上の企業が倒産してしまいました。

それから早くも１２年を経たわけですが、

なかなか本物の企業に脱皮出来ていませ

ん。１６年経てそろそろベンチャーを脱皮

しても良い時期でありながら、未だもたも

たしております。 

 二十一世紀を伺う情報産業こそ他の産

業に先駆けて、もう一度ベンチャーの原点

に挑戦しようと言うのは決して無謀なこ

とではありません。米国はあれだけ成熟し

た国家でありながら、開拓精神を背景とし

て、ベンチャー企業を立ち上げる若者の多

くがハングリーをびくともしない風土が

出来ています。 

 言い訳に成るかも知れませんが、二十一

世紀を伺う情報産業こそ他の産業に先駆

けて、ベンチャーのハングリーにも堪えな

ければなりません。社会的なインフラ整備

もないままに頭打ちの不況局面に突入し

たことになります。その為極端にハングリ

ーに突入出来ないことがあげられます。全

人教育のやり直しが必要ですが、まだまだ

日本人も捨てたものではないはずです、必

ずや欧米に負けないボーダレス若者の台

頭が期待されます。 

 最後に今回は残念ながらアトランタで

もソフトウエアハウスを始めとする情報

産業の視察がありませんでした。（参加企

業の大半がメーカー）又企業訪問でも労働

コストの削減が第一義的なテーマでした

が、品質の精度等ではまだまだ日本のほう

が極めて高く安心しながら先行きを心配

しました。懐の深い米国の戦略に巻き込ま

れることなく新しいボーダレス世界の枠

組み作りに邁進しなければなりません。ボ

ーダレス社会では自らの座標軸を日本か

ら米国なり東南アジアに移すことにより、

より客観的に我々の進むべき道を正しく

見極めていかねばなりません。 
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管理本部報告 
平成８年度新卒者採用活動報告 

株式会社ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ&ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

管理本部 次長 加藤元久 

 

平成８年度の新卒者採用もほぼ終息し

た感があります。本年度も昨年度同様に各

校におかれましては、優秀な学生をご推薦

して戴きましたことを、この場をお借りし

ましてお礼申し上げます。 

昨年度までは不特定多数を対象とした

就職情報雑誌に掲載したことで、記事を見

た学生の会社訪問が多くなり、優秀な学生

をキャッチする可能性がありましたが、期

待できる結果が出ておりませんでした。 

そこで本年度の採用活動方針として“各

校担当者の当社への深いご理解を頂戴す

る”と設定し、また、未だ新卒者採用の厳

しい状況であるため、“優秀な学卒者が大

企業だけではなく中小企業への就職を考

えている”と判断し、失礼とは思いました

が専門学校生の採用を控える事といたし

ました。この方針に則り、就職情報雑誌へ

の掲載を一切せず、学校訪問を中心に活動

したため、当社へ会社訪問した学生は昨年

より大幅に減少しました。業種よっては昨

年度より採用人数を増やした会社も若干

あったそうですが、１１月後半になっても

内定を貰えない学生が存在する未だ厳し

い状況下で、当社の新卒者採用活動は以下

の経緯で実施しました。 

 

１． 会社紹介セミナー 

 

 学校訪問および就職課へ求人票送付さ

せて戴いた結果、学生からのセミナー参加

希望を電話にて受付ける会社紹介セミナ

ーの開催方法は昨年度と同様な方法を採

りましたが、当初は採用担当者による当社

の会社紹介だけではなく、現場の中堅社員

を出席させ実際の業務内容紹介をも併せ

て実施しました。また、セミナー参加者が

少なかったことで必ず参加者全員に声を

掛けてみましたが、大別すると積極的に参

加している（広範囲な質問をいくつかす

る）人と、漠然と参加している（午後１時

からの開催のためか眠たそうであり、質問

の有無を確認すると、“特にありません”

との回答が返ってくる）人とに分かれ、前

者の人達は先生方のご紹介で訪問した学

生が多かったようです。 

 

２． 入社試験 

 

 昨年度までの当社の筆記試験は、外部専

門会社に委託した職務適性テストおよび

学科テストで実施してきました。しかし、

他社でも同様な試験を実施しているため

学生には慣れが感じられ、受験する学生の

職務適性度や学科レベルが正しく判断で

きていないのではないかとの不安があり

ました。そこで、思い上がりと取られるの

を覚悟の上で、本年度は思い切って当社独

自に問題（高校入試程度の国語および数

学）を作成し、実施することにしました。 

 目的としては、受験した学生のレベルが

どの程度なのかを判断するためのもので

あり、余程のことがない限り“筆記試験で

の取得点数による足切りする”と云う考え
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ではありません。また、併せてテーマを決

め作文を書いてもらい面接時における資

料とさせて戴きました。（本年度のテーマ

は“夢”でした。） 

筆記試験が終了した直後に受験した学

生に感想を求めると“数学はまあまあだけ

ど国語は多少不安”と云う返事が多く、高

校入試程度の問題とは云え理工系の学生

が多く受験した結果であると思われます。 

また、私自身もそうですが、ワープロの

普及などで正確な漢字が書けない人が多

くなりつつあるのも感じられました。 

 次に面接試験ですが、私も２０数年前に

経験しましたが、面接に望むにあたり学生

は何を聞かれるかと云う

不安でかなりの緊張をし

ているかと思ってました。

しかし、社会環境の変化か、

私が実施した学生の多く

はそれ程の緊張は無かっ

た様に見受けられ、伸び伸

びしていた印象を受けました。一方、私の

質問の仕方が悪かったのか、または人前で

自分の考えなどを明確に表現する機会が

少ないためか、質問に対する回答にまとま

りが無く質問内容と掛け離れたものにな

ってしまう事もありました。 

 会社側の採用内定や学生の入社意志決

定は、面接の場がかなりの比重を占めると

考えていますが、面接と云う限られた時間

で面接される学生の性格などが充分に判

断することは非常に困難なことだと感じ

ました。（かなり経験を重ねた担当者でも

同じではないでしょうか？） 

逆に学生側からすると、担当者を通して

その会社の経営方針や雰囲気などが、自分

の進むべき方向などと合っているか判断

する事も難しく、双方ともある程度の賭で

はないかと思います。 

 

３． おわりに 

 

 近頃の就職戦線は、卒業の前年度後半頃

から始まり夏休みの開始時にほぼ終了し

ております。しかし、一部の学生は未だ厳

しい状況のなかで秋以降も就職活動をし

ている現実も見受けられます。また、一般

的に２０数歳位で自分がどの方面に向い

ているか良く判らないのが普通ではない

でしょうか。 

その為、就職活動を開始するかなり以前

より親、就職指導の先生、先輩などのアド

バイスを受け、学生自身は慌てず後悔しな

いように充分な将来設計をたてたうえで、

就職活動をして欲しいと願っております。 

最後になりますが、先程も書いたように

会社紹介セミナーや面接時において、担当

者を通じてその会社の経営方針などが学

生に対して、充分に伝わっているか甚だ疑

問です。（担当者が一方的に話しをして、

学生に理解してもらうよう話し方をして

いるか疑問） 

そこで、来年度においては面接後に学生

に対しアンケートを実施し評価をしても

らい、その結果をもとに“担当者が面接時

において、学生に対してどのような接し方

をすれば良いか”を考える糧にしたいと思

っています。 
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 告知板  
 

《入社おめでとう》 

平成８年１０月１日 阿部 隆行 

   長谷部 誠 

   牛込 貴司  

   新谷けい子 

   百瀬 茂樹 

   高野恵美子 

   

《誕生おめでとう》 

 ９月１７日（火）村井 淳さん(長女)美絵ちゃん 

１０月 ４日（金）塚原 順さん(長男)航太ちゃん 

１１月 ３日（日）宮崎晃宏さん(次男)寿光ちゃん 

  

《平成８年度行事報告》 

１０月 １日（火）SPEC,C&S 合併 

 

《ご多幸をお祈りします：退職》 

平成８年１０月３１日 中山 秀太 

 

 

 

 明けましておめでとうございます。 

１９９７年の幕開けです。このところ毎年暗く重苦し

いニュースばかりの毎年でした。是非とも今年こそ明

るく楽しいニュースが多い年であることを切に願って

やみません。本年は全面年俸制へ移行する大きな曲が

り角の年となります。ベンチャーの原点にたち返り本

物のベンチャー企業になれるよう、全員で知恵を絞っ

てみようではありませんか。この新年号では、あさひ

銀行の須藤支店長から技術者に対する実に暖かいエー 

 

 

《平成９年度行事予定》 

 １月 ６日（月）仕事始め 

 ３月２４日（月）入社式 

   事業方針説明会 

 ３月２５日（火）新入社員オリエンテーション 

 ３月２７日（木）新入社員管理本部研修 

 ４月 １日（火）新入社員技術研修開始 

 ４月 ４日（金）新人歓迎花見会 

 ４月２５日（金）新入社員歓迎会 

 ５月３０日（金）新入社員技術研修終了 

 ６月２０日（金）夏期賞与支給日 

 ６月２３日（月）株主総会 

 ９月１９日（金）創立記念日 

１２月１９日（金）冬期賞与支給日 

   忘年会 

１２月２９日（月）仕事納め  

 
 
 
 
 
ルを送って戴きました。また伊藤先生からは、プロフ

ェショナルとしての技術者は「若いときに徒弟のよう

な修行が必要」かつ「技術者は芸術家と違って絶えず

進歩が運命ずけられている」等の極めて貴重なアドバ

イスを頂戴いたしました。この場をお借りして厚く御

礼もうしあげます。また浅井様、久田様の新年にふさ

わしい玉稿にも深く感謝申し上げます。 
                   （菊地記） 
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